
 

         

  
 

国
立
水
俣
病
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
（
国
水
研
）
広
報
誌 

と
ん
と
ん
峠 

３8 号 

(2013.12) 

目 
 

次 

二
〇
一
三
年
は
十
月
の
「
水
俣
条
約
会
議
」
、「
第

三
十
三
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
」
、
十
一
月

に
は
「
日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
第
三
十
一
回
全
国

会
長
研
修
会
」
と
水
俣
市
内
で
は
大
き
な
催
し
が
続

き
、
水
俣
地
域
が
国
内
外
か
ら
注
目
さ
れ
る
年
と
な

り
ま
し
た
。 

本
号
で
は
、
水
銀
に
関
す
る
研
究
者
が
集
ま
り
二

年
に
ご
と
に
開
催
さ
れ
て
い
る
「
第
十
一
回
国
際
水

銀
会
議
」
に
つ
い
て
特
集
と
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

 

国
水
研
は
、
水
俣
病
に
関
し
て
の
総
合
的
な
調

査
、
研
究
、
そ
し
て
国
内
外
の
情
報
の
収
集
、
整
理

及
び
提
供
を
行
う
こ
と
と
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
研

修
の
実
施
を
目
的
と
し
て
環
境
省
の
機
関
と
し
て

熊
本
県
水
俣
市
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
わ
が
国
の
公
害
の
原
点
と
い
え
る
水
俣
病

と
そ
の
原
因
と
な
っ
た
メ
チ
ル
水
銀
に
関
す
る
総

合
的
な
調
査
・
研
究
、
情
報
の
収
集
・
整
理
・
研
究

成
果
や
情
報
の
提
供
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
国
内
外

の
公
害
の
再
発
を
防
止
し
、
被
害
地
域
の
福
祉
に
貢

献
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

●
特
集 

「
国
際
水
銀
会
議 

二
〇
一
三
」 

 

「
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｄ
―
Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ａ
Ｃ 

共
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」 

●
国
水
研
の
動
き 

●
国
水
研
か
ら
の
お
知
ら
せ 

●
編
集
後
記 

●
ア
ク
セ
ス
マ
ッ
プ 

ICMGP: International Conference on Mercury as a Global Pollutant（国際水銀会議）



演  者 



は
熊
本
日
日
新
聞
の
記
事
で
も
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
（
新
江
・
坂
本
） 

 

『
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｄ
―
Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ａ
Ｃ

共
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』 

 

国
連
環
境
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
主
催
の
「
地

球
規
模
の
水
銀
汚
染
防
止
の
た
め
の
条

約
：
水
銀
に
関
す
る
水
俣
条
約
」
の
採
択
・

署
名
の
た
め
の
外
交
会
議
が
、
平
成
二
十
五

年
十
月
七
日
よ
り
、
熊
本
市
・
水
俣
市
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
水
俣
条
約
会
議
に
先
立
っ

て
、
十
月
六
日
に
、
本
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、

環
境
化
学
・
環
境
毒
性
に
関
す
る
国
際
学
会

(

Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ａ
Ｃ)

と
熊
本
県
立
大
学
と
の
共

催
で
、
「
２
１
世
紀
に
お
け
る
水
銀
汚
染
管

理
：
科
学
と
政
策
の
架
け
橋
」
と
い
う
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
、
外
交
会
議
参
加
者
お
よ
び
市

民
・
学
生
向
け
に
開
催
し
ま
し
た
。 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
世
界
各
国
の
産
官

学
（
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
韓
国
、
中
国
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
南
ア
フ
リ
カ
、
日
本
、

Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
）
か
ら
の
十
名
の

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
が
選
ば
れ
、 

・ 

地
球
規
模
に
お
け
る
水
銀
の
循
環 

・ 

水
銀
の
野
生
生
物
に
対
す
る
影
響 

・ 

中
国
、
南
ア
フ
リ
カ
や
極
地
に
お
け
る

水
銀
汚
染
と
環
境
内
動
態 

・ 

水
銀
の
精
錬
や
リ
サ
イ
ク
ル 

・ 

健
康
影
響
に
関
す
る
疫
学
研
究 

・ 

水
銀
の
輸
出
入
に
関
す
る
規
制
や
今

後
の
政
策
的
な
方
向
性 

に
関
す
る
発
表
と
活
発
な
討
論
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

ま
た
、
会
場
で
は
、
参
加
者
の
毛
髪
水
銀

値
の
測
定
や
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ

る
研
究
紹
介
も
行
わ
れ
、
参
加
者
同
士
が
活

発
に
意
見
交
換
を
す
る
様
子
が
見
ら
れ
ま

し
た
。 

今
後
も
、
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
じ

て
、
多
く
の
方
々
に
、
水
銀
を
取
り
巻
く
世

界
的
な
流
れ
や
研
究
成
果
を
発
信
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。（
山
元
・
坂
本
） 

 

  
 

国
水
研
の
動
き 

(

平
成
二
十
五
年
九
月
～
平
成
二
十
五
年
十
二
月) 

 

九
月
二
十
七
日 

  

白
石
順
一
地
球
環
境
審
議
官
水
俣
視
察 

十
月
六
日 

  

Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｄ
‐
Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ａ
Ｃ
共
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ 

ム
（
熊
本
） 

十
月
七
日
～
十
月
八
日 

  

「
水
銀
に
関
す
る
水
俣
条
約
」
外
交
会
議 

（
十
月
九
日 

水
俣
視
察
ｄ
ａ
ｙ
） 

十
月
二
十
二
日 

 

塚
原
太
郎
環
境
省
環
境
保
健
部
長
水
俣
視
察 

十
一
月
三
日 

  

健
康
ま
つ
り
（
毛
髪
水
銀
測
定
） 

十
一
月
二
十
一
日 

 

中
井
徳
太
郎
環
境
省
大
臣
官
房
秘
書
課
長 

水
俣
視
察 

十
一
月
二
十
五
日 

  

Ｇ
ｅ
ｌ
ｋ
研
修 

 

（
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
・

カ
ン
ボ
ジ
ア
・
中
国
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
イ
ン

ド
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
日
本
・
韓
国
・
ラ
ト

ビ
ア
・
マ
レ
ー
シ
ア
・
ネ
パ
ー
ル
・
シ
エ
ラ

レ
オ
ネ
・
ス
リ
ラ
ン
カ
・
ベ
ト
ナ
ム
） 

十
一
月
二
十
六
日 

  

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修 

（
ア
ル
バ
ニ
ア
・
ベ
リ
ー
ズ
・
フ
ィ
ジ
ー
・
ホ 

ン
ジ
ュ
ラ
ス
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
マ
レ
ー
シ 

ア
・
マ
ー
シ
ャ
ル
・
メ
キ
シ
コ
・
モ
ン
ゴ
ル
・ 

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
・
サ
モ
ア
・
ソ
ロ
モ
ン
・
マ 

ケ
ド
ニ
ア
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
共
和
国
・
東 

テ
ィ
モ
ー
ル
） 

スポンサーへの謝辞 

会場の様子 



 
 

 
     

 

 

十
一
月
三
日
（
日
）
、
水
俣
市
総
合
も
や

い
直
し
セ
ン
タ
ー
（
も
や
い
館
）
で
「
水
俣

市
健
康
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
度
も
、
毛
髪
水
銀
測
定
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

し
て
、
希
望
者
の
毛
髪
に
含
ま
れ
る
水
銀
量

を
測
定
し
ま
し
た
。
今
年
は
連
休
に
加
え
て
、

天
気
も
朝
か
ら
雨
だ
っ
た
の
で
「
お
越
し
に

な
ら
れ
る
方
は
、
少
な
い
の
で
は
？
」
と
心

配
し
ま
し
た
。
が
、
百
十
五
名
！
の
方
が
毛

髪
水
銀
測
定
を
希
望
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

         

測
定
を
希
望
さ
れ
た
方
か
ら
は
「
私
の
髪

の
毛
に
は
、
水
銀
は
入
っ
て
い
な
い
と
思
う

け
ど
・
・
・
。」「
大
人
の
私
よ
り
も
、
子
供

の
方
が
高
い
。
」
等
の
声
が
聞
こ
え
て
来
ま

し
た
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
解
説
を
聞
い
て
、
納

得
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。
ご
来
場
下
さ

っ
た
皆
さ
ま
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
！ 
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二
〇
一
三
年
は
、
水
俣
条
約
会
議
を
は
じ

め
、
大
き
な
催
し
が
数
多
く
行
わ
れ
、
新
聞

や
テ
レ
ビ
番
組
な
ど
を
通
じ
て
世
界
の
水
銀

汚
染
の
状
況
に
つ
い
て
も
関
連
す
る
報
道
が

行
わ
れ
、
改
め
て
そ
の
重
大
さ
を
認
識
す
る

一
年
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

国
水
研
で
は
、
積
極
的
な
情
報
発
信
を
行

っ
て
い
ま
す
。
最
新
情
報
や
水
銀
に
関
す
る

解
説
な
ど
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
ま
た
こ
れ
ま
で
発
行
さ
れ
た
広
報
誌
「
と

ん
と
ん
峠
」
も
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

ア
ク
セ
ス
マ
ッ
プ 

◎
出
張
！
「
毛
髪
水
銀
測
定
」 

Ｉ
Ｎ
健
康
ま
つ
り 

お

知

ら

せ 

Ｅ
メ
ー
ル 

m
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d
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編
集
後
記 

本
日
の
と
ん
と
ん
峠 

 

 

★ 

第
六
回 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

技
術
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
！ 

●
日
時 

平
成
二
六
年
二
月
一
日
（
土
） 

 
 

 

十
三
時
三
十
分
～
十
六
時 

●
講
師 

吉
村
芳
弘
先
生
（
熊
本
リ
ハ
ビ
リ 

テ
ー
シ
ョ
ン
病
院 

医
師
） 

●
内
容 

筋
肉
量
が
減
少
し
、
筋
力
が
低
下 

し
て
、
活
動
低
下
の
大
き
な
原
因 

と
な
る
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
に
関
す
る 

知
識
と
、
予
防
に
関
す
る
具
体
的 

な
対
策
・
技
術
に
つ
い
て
話
し
て 

頂
き
ま
す
。 

●
対
象 

医
療
、
福
祉
に
携
わ
る
専
門
職 

●
参
加
費 

無
料 

●
会
場 

水
俣
病
情
報
セ
ン
タ
ー 

●
申
し
込
み
方
法 

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ-

メ
ー
ル
に
て
氏
名
・
年

代
・
職
業
・
勤
務
先
を
明
記
の
上
、
左
記
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

国
立
水
俣
病
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

六
一
—
一
一
四
五 

Ｅ-

メ
ー
ル 

re
h

a
@

n
im

d
.g

o
.jp

 

（
担
当
遠
山
）

 

た
く
さ
ん
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ 

「
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
の
病
態
生
理 

 
 

（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
必
要
な 

知
識
と
技
術
）」


